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2022年9月15日 
報道関係者各位 

認定NPO法人キャンサーネットジャパン 
アストラゼネカ株式会社 

 
    

キャンサーネットジャパンとアストラゼネカ共催 
乳がん疾患啓発セミナー 

「わかる乳がん」～わたしに合った治療の見つけ方～ 
オンラインイベント開催のお知らせ 

 
~乳がんサバイバーのだいたひかるさん、鈴木美穂さんとともに乳がんについて学ぶ~ 

 
認定 NPO 法人キャンサーネットジャパン（東京都文京区、理事長：岩瀬 哲）は、アストラ
ゼネカ株式会社（本社：大阪市北区、代表取締役社長：堀井 貴史、以下、アストラゼネカ）
と 2022 年 10 月 25 日（火）、乳がん疾患啓発セミナー「わかる乳がん」～わたしに合った
治療の見つけ方～ をオンライン形式にて開催します。 

 
乳がんは、日本の女性に最も多く見られるがんです。2018 年に新たに乳がんと診断された
女性は約 94,000 人となっており、日本女性の 9 人に 1 人が罹患する大変身近ながんでもあ
ります 1。また、乳がんの発症と進行の背景には様々な因子が存在しており、BRCA1/2 など
の遺伝子変異がある場合には乳がんの発症リスクが高くなります 2。 
 
本イベントは、乳がんの専門医のご講演およびトークセッションを通じて、乳がんの基礎知
識や治療選択における遺伝子検査の意義など、乳がんにについて学んでいただけるイベント
となっています。また、だいたひかるさん、鈴木美穂さんをお招きして、お二人の乳がん体
験についてお話いただきます。イベント内では、参加者の方々からいただいた質問に登壇者
が答えたり、アストラゼネカ制作の LINE アカウント「わかる乳がん」の体験セッションも
予定しています。 
 
乳がんの治療をしている、年齢的に乳がんに不安を感じている、身近な人が乳がんになった
など、乳がんに関心のある方はこの機会に是非ご参加ください。 
 
＜開催概要＞ 
日 時：10 月 25 日（火）18:00～19:20 
形 式：オンライン 
参 加 費：無料 
参加申込：下記リンクよりお申込みください。 
https://www.nyugan.jp/recommend/seminar_lp.html 
登 壇 者：清水千佳子先生 （国立国際医療研究センター病院 乳腺・腫瘍内科 診療科長）  

だいたひかるさん（芸人／乳がんサバイバー） 
鈴木美穂さん（NPO 代表 元報道記者・キャスター／乳がんサバイバー） 
増田美加さん（女性医療ジャーナリスト／トークセッションファシリテーター） 
※登壇者は予告なく変更となることがあります。予めご了承ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

だいたひかるさん 鈴木美穂さん 増田美加さん 清水千佳子先生 
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以上 

＊＊＊＊＊ 
 
登壇者プロフィール 
 
清水千佳子先生 （国立国際医療研究センター病院 乳腺・腫瘍内科 診療科長） 
東京医科歯科大学医学部を卒業後、同大学院医歯学総合研究科（生命情報）を修了し医学博

士を取得。日本乳癌学会評議員をはじめ日本臨床腫瘍学会協議員、日本がん・生殖医療学会

理事、AYA がんの医療と支援のあり方研究会理事長、日本腫瘍循環器学会幹事を歴任。ま

たがんサバイバーシップにも力を入れており、令和４年６月には国立国際医療研究センター

病院 病院患者サポートセンター がん相談支援センター長に就任。がん治療に伴う妊娠・出

産、学業や仕事との両立など、治療のみならずがんを抱える患者さんや家族に対する相談や

課題の解決に日々臨まれている。 
 
だいたひかるさん（芸人） 
「どーでもいーいですよー」の持ちネタで知られるピン芸人。R-1 グランプリ初代王者。

2014 年から不妊治療を始めたが、2016 年ステージ 2B の乳がんと診断され中断。右乳房の

全摘出手術をするが、全摘した右胸にしこりが見つかり 2019年に再発。2020年に放射線治

療を一時中断し、不妊治療を再開。2021 年 5 月に第一子を妊娠、2022 年 1 月に出産。 
 
鈴木美穂さん（NPO 代表 元報道記者・キャスター） 
2008 年、24歳の時に乳がんを経験。2009 年、若年性がん患者団体「STAND UP!!」を発足。

2016 年には、東京都江東区にがん患者さんや家族が訪れ無料で相談できる 「マギーズ東京」

をオープンし、がんに影響を受けた人を支える活動を続けている。 
認定 NPO 法人マギーズ東京：https://maggiestokyo.org/ 
 
増田美加さん（女性医療ジャーナリスト） 
当事者視点に立った女性のヘルスケアや医療について執筆、講演を行う。乳がんサバイバー

でもあり、がんやがん検診の啓発活動を行う。認定 NPO 法人キャンサーネットジャパン乳

がん体験者コーディネーター。NPO 法人「女性医療ネットワーク」理事「マンマチアー委

員会」主宰。NPO法人「乳がん画像診断ネットワーク(BCIN)」副理事長。NPO法人日本医

学ジャーナリスト協会会員。 
増田美加オフィシャルサイト：http://office-mikamasuda.com/ 
 
＊＊＊＊＊ 
 
アストラゼネカ制作「わかる乳がん」LINE アカウントについて 
 
l 治療や生活に役立つ幅広い情報 

ü 精密検査の内容を解説 
ü 乳がんの特徴や基本的な治療などを解説 
ü 患者さんが抱きやすい疑問について、チャットボット

形式の FAQ 
ü 診断から治療まで患者さんの体験談を掲載 

l 解説記事と動画でわかりやすい 

写真と文章はアプリ

にそって差し替え 
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l ご利用方法： 
ü LINE アカウントをご利用中の方――右記二次元コードある

いは URL（https://lin.ee/93UoUsA）よりアクセスのうえ 

友達登録してご利用ください 
ü LINE アカウントをご利用されていない方――先にお持ちの

スマートフォンやパソコンに LINE アカウントをインスト

ールいただいた後、右記二次元コードあるいは URL
（https://lin.ee/93UoUsA）より友達登録してご利用くださ

い 
 
＊＊＊＊＊ 
 
乳がんについて 
乳がんは世界中で最も多く診断されているがんであり、2020 年に診断された患者さんは推

定 230万人です 3。2018 年に日本で新たに乳がんと診断された患者さんの数は約 94,000 人

で、女性の部位別がん罹患数第 1 位となっており、全乳がん患者さんの約 90%が早期乳が

んと診断されます 4,5。早期乳がん治療は進歩しているものの、高リスクの臨床的および／ま

たは病理学的特徴のある患者さんの最大 30%が、数年以内に再発します 6。また、BRCA変

異のある乳がん患者さんは、変異のない患者さんと比較して、通常よりも若年で乳がんと診

断される可能性が高くなっています 7。乳がんは生物学的に最も多様な腫瘍タイプの 1 つで

あり、その発症と進行の背景には、様々な因子が存在します 2。乳がんの発症におけるバイ

オマーカーの発見は、この疾患の科学的な理解に大きな影響を及ぼしています 8。 
 
 
アストラゼネカについて 
アストラゼネカは、サイエンス志向のグローバルなバイオ・医薬品企業であり、主にオンコ

ロジー、希少疾患、循環器・腎・代謝疾患、呼吸器・免疫疾患からなるバイオ・医薬品にお

いて、医療用医薬品の創薬、開発、製造およびマーケティング・営業活動に従事しています。

英国ケンブリッジを本拠地として、当社は 100カ国以上で事業を展開しており、その革新的

な医薬品は世界中で多くの患者さんに使用されています。詳細については

http://www.astrazeneca.com または、ツイッター@AstraZeneca（英語のみ）をフォローし

てご覧ください。 
日本においては、主にオンコロジー、循環器・腎・代謝、呼吸器・免疫およびワクチン・免

疫療法を重点領域として患者さんの健康と医療の発展への更なる貢献を果たすべく活動して

います。アストラゼネカ株式会社については https://www.astrazeneca.co.jp/ をご覧ください。

フェイスブック AstraZeneca.Japan とインスタグラム AstraZeneca ／ アストラゼネカ もフ
ォローしてご覧ください。 
 
 
認定 NPO 法人キャンサーネットジャパンについて 
1991 年に発足し、がん患者さんが本人の意思に基づき治療に臨むことができるように、科

学的根拠に基づく情報発信を行うことをミッションとしています。2001 年に NPO 法人化、

2007 年 1 月に専用事務局を開設し、現在は東京と大阪を拠点に全国で活動しています。

2016 年 8 月認定 NPO 法人となり、現在の主な活動は、各種がんについての啓発イベント、

全国のがん診療連携拠点病院等に設置されている「もっと知ってほしいシリーズ冊子」の制

作、養成講座や認定試験など教育事業等も実施しています。これらの活動を通して、がんと

向き合う人々が自分らしくがんと向き合える社会を実現することを目指しています。希少が

んも含め、あらゆるがんに関する最新医療情報発信のため、2014 年より毎年開催している

ジャパンキャンサーフォーラムは、がん患者さん・家族のみならず一般市民を対象とした最

大級のがん啓発イベントです。 

【二次元コード】 
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共同リリースのため、重複して配信される場合がございますが、あらかじめご了承ください。 
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本オンラインイベントに関するお問い合わせ先 
「わかる乳がん」～乳がんとうまくつきあうには？～運営事務局 

E-mail：SeminarForWomenAZ@cosmopr.co.jp  
 

 
本リリースに関するお問い合わせ 

認定 NPO 法人キャンサーネットジャパン 
担当：藤原／木原 
info@cancernet.jp   

03-5840-6072 

 


